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此
の
二
迦
間
に
総
り
走
り
過
ぎ
た
の
で
あ
ら
う
。
諾
威
の
デ
．
イ
ス
タ
ン
ス
を
一
人
で
引
う
け
て
券
卿
と
瑞
両
の
猛
粁
と
珊
椛
を
や
っ
た
後
と

、

酉

凸

ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
ス
キ
ー
大
命
は
諾
威
に
於
け
る
聯
蛮
上
雄
大
の
大
倉
で
は
あ
る
が
、
毎
年
諾
威
ス
キ
ー
聯
服
（
劇
。
侭
９
ｍ
身
。
号
冒
屋
）

に
よ
っ
て
同
剛
の
大
倉
が
何
れ
か
の
地
で
附
か
れ
る
の
で
あ
る
。

今
年
は
諾
威
の
古
都
ト
ロ
ン
デ
ィ
ヱ
ム
に
附
か
れ
た
。
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
大
食
の
一
迦
間
あ
と
で
あ
る
。
出
場
者
は
大
部
分
は
、
知
ら
れ
た

荷
で
あ
る
が
中
に
は
無
塙
の
土
も
鵬
て
夫
等
の
人
為
の
活
暁
に
よ
っ
て
典
味
は
非
術
に
多
く
な
っ
た
。

三
十
キ
ロ
で
は
ル
ス
タ
ッ
ト
ス
ト
ェ
ン
が
ブ
ロ
グ
ー
ル
に
勝
ち
を
ゆ
づ
り
、
史
に
彼
は
維
合
競
技
に
も
王
杯
を
狸
る
僻
が
出
来
す
、
通
ね
ノ
ー

の
不
通
で
あ
っ
た
。

オ
ス
ロ
に
一
一
月
一
一
十
一
Ⅱ
朝
到
端
し
て
後
十
九
Ⅱ
Ⅲ
滞
在
、
三
〃
十
一
Ⅱ
夕
刻
伽
林
へ
向
け
鵬
菱
し
ま
し
た
Ｏ
そ
の
間
節
十
一

回
ス
キ
ー
称
議
に
出
席
し
、
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
大
倉
と
諾
成
閣
内
の
大
命
（
ト
ロ
ン
デ
イ
ヱ
ム
市
に
て
開
催
〕
を
兄
ま
し
穴
ｏ

含
議
の
大
要
と
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
に
つ
い
て
は
ア
サ
ヒ
ス
ボ
ー
ッ
に
進
り
ま
し
た
か
ら
ト
刺
〆
デ
イ
ヱ
ム
の
隅
内
大
倉
の
結
果
を

醤
き
ま
す
○ ト

ロ
ン
デ
ィ
ヱ
ム
に
開
催
さ
れ
た
ろ

諾
威
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三
十
キ
ロ
の
結
果
を
新
聞
か
ら
抜
稗
す
る
と
次
ぎ
の
逆
り
で
あ
る
ｐ

冒
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園
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空
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ご
》
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“
塙
．
園
の
演
毎
目
］
》
豊
》
ｇ

幸
陸
．
屍
房
冨
鳥
目
の
胃
牌
》
雪
》
蛍
｝

吟
の
侭
剣
の
黒
昌
］
》
漣
》
ｇ

ぃ
旨
．
ぐ
目
的
嵐
］
》
瞳
》
蹟

。
臼
．
国
の
貯
司
鱒
舞
的
］
》
亜
歩
唾
凹

剖
○
．
聾
の
唇
の
画
〕
》
②
藍
ｑ
ｍ

ｍ
ぽ
．
際
侭
冒
陽
］
》
鼠
》
圏

。
衿
．
唾
８
尾
毎

．
』
》
②
。
》
］
。

］
つ
，
〆
・
同
二
冒
鴨
昌
角
］
》
学
副
四
ｍ

ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
の
大
命
で
充
分
に
賊
披
命
は
兄
た
と
思
っ
て
、
も
う
引
上
け
る
つ
も
り
で
居
た
所
を
多
数
の
選
手
役
此
（
中
に
ヘ
ル
セ
ッ

ト
中
尉
、
肌
生
選
ｆ
）
を
の
せ
た
汽
巾
を
兄
送
り
に
出
て
念
に
行
き
度
く
な
っ
て
撫
進
を
愛
吏
し
て
ト
ロ
ン
デ
ィ
ェ
ム
に
向
っ
て
オ
メ
ロ
を
三

川
七
川
朝
に
立
っ
た
。
此
の
前
川
に
三
○
キ
ロ
の
競
走
は
終
ん
で
八
日
に
一
七
キ
ロ
に
、
九
日
に
ジ
ャ
ム
プ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

金
剛
の
人
愈
に
は
三
○
キ
ロ
を
や
り
、
ホ
ル
メ
ン
コ
ル
ン
で
は
五
○
キ
ロ
を
行
ろ
惟
に
何
等
か
の
理
曲
あ
り
や
と
き
い
て
兄
た
が
、
之
は
偲

統
で
外
に
は
迎
山
が
な
い
と
の
返
猟
を
得
た
。
三
○
キ
ロ
で
も
耐
久
競
走
と
し
て
は
充
分
だ
と
も
忠
へ
る
。

三
川
八
ｎ
に
行
は
れ
た
一
七
キ
ロ
競
走
は
零
の
賊
態
が
荘
だ
悪
か
つ
た
。
ト
ロ
ン
デ
ィ
エ
ム
の
市
中
は
剛
が
降
り
競
技
場
附
近
に
行
く
と
水

醇
が
チ
ラ
ノ
、
し
て
勝
る
と
云
ふ
工
合
で
あ
っ
た
。

十
時
に
開
始
さ
れ
て
Ａ
組
が
先
づ
ス
タ
ー
ト
し
Ｂ
組
が
紬
い
た
。
此
の
Ｂ
組
が
走
る
頃
は
加
常
寒
さ
も
聯
し
迄
り
が
よ
か
っ
た
と
か
云
ふ
話

て
加
総
疲
弊
し
て
鵬
た
の
で
あ
ら
う
。
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